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亀岡市循環型社会推進審議会 会議記録 

会 議 名 第３４回会議 

日   時 平成２５年１１月８日（金）午後２時００分～４時００分 

場   所 市役所別館３階会議室 

出 席 委 員 １５名中１２名 

事 務 局 ７名 

傍   聴 なし 

次       第 

１ 開会挨拶 

２ 審議委員の委嘱 

３ 市長挨拶 

４ 会長・副会長の選出 

５ 諮  問 

６ 協議事項 

 （１）し尿くみとり手数料の見直しについて 

 （２）亀岡市生活排水処理基本計画の改定について 

７ 閉  会 

 

１ 開  会 

 

２ 審議委員の委嘱（50音順に順次委嘱状交付） 

  欠席者報告 

  委員自己紹介 

 

３ 市長挨拶 

挨拶後、他公務の関係にて市長退席 

審議会成立の報告 

 

４ 会長・副会長の選出 

金川会長・石垣副会長の選出 

会長挨拶 
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５ 諮  問 

「し尿くみとり手数料の見直しについて」 

「亀岡市生活排水処理基本計画の改定について」 

事務局紹介 

 

６ 協議事項 

（１）し尿汲み取り手数料の見直しについて事務局より説明 

■会 長 

何かご質問、ご意見ありますか。 

■委 員 

東別院町、西別院町、畑野町、篠町の一部については今後もくみとりが必要に

なるとありますが、２４年から後について４地域については今後も収集量は減少

していく見込みなのでしょうか。 

■事務局 

４地域については、下水道普及地域ではないので、今後もくみとり量は同じ程

度で推移していくと考えられます。 

ただ、浄化槽の普及地域でありますので、浄化槽が普及しますと若干減少する

ものと考えられます。 

■委 員 

１８リッター当り２１０円の手数料で２，７００万の赤字となっているが、現

状から、くみとりを行う世帯が減少してくると、赤字が拡大する（経費が掛かる

ようになる）と考えられる。 

経費が増大するに従い手数料を際限なく上げていくつもりなのか。 

■事務局 

件数と量が減るとリッター当たりの経費は上がり単価も上がるということに

なります。 

■委 員 

何軒くみとりをしている世帯があって、１軒当たりどれくらい（料金を）払っ

ているのか。下水道を利用する世帯との料金比較は。 

市として、料金の支払いが困難になった場合どうされるのか。 

■事務局 

２４年度のくみとり件数は３万１８３７件です。 

月割りすると２，６５３件。 

１軒当たりの支払い金額としては、１億９８５万４千円（２４年度くみとり手

数料）をくみとり件数３万１，８３７件で割ると約３，４５０円となります。 

下水道との料金比較については、下水道料金は３，０００円ほどであったと認

識しております。 
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経済的な問題により、下水道に接続できない世帯については、引き続きくみと

りを行うわけですが、くみとり手数料をある一定期間滞納された場合については、

くみとり停止という措置を取っております。 

■会 長 

滞納しているかどうかということではなく、手数料を上げた場合に家庭にどれ

くらいの影響があるか考えているかという質問かと思います。 

■事務局 

くみとり手数料に限らずですが、公共料金が上がると滞納が増えるという側面

も出てきます。 

■委 員 

事務経費の金額についてですが、平成２４年と平成２２年に比べ平成２３年の

事務経費が１．５倍程なのは何故ですか。 

それと、なぜ平成１４年に定額制から従量制に変わったのか。 

■事務局 

なぜ定額制を廃止したのかということですが、簡易水洗というものが広がって

きまして、し尿の量が増えてきたことにより、定額制では公平性が保てなくなっ

てきたため、従量制に変更したものです。 

平成２３年の事務経費が高いことについてですが、これはし尿くみとり手数料

収納管理システムの機器更新を行ったためです。 

■委 員 

し尿料金の見直しをする場合、下水道料金との比較が重要となるかと思います。

参考資料として、下水道の処理料金の推移等を用意していただきたいと思いま

す。 

■事務局 

次回の審議会にてご用意させていただきます。 

■委 員 

くみとり世帯はこれから減少していくとのことでしたが、下水道が通った地域

において、下水道に接続する（金銭的）余裕がない家庭については、引き続きく

みとりを行う必要があるわけですが、くみとり世帯が少なくなることによって料

金は上がり、支払う能力が無く滞納するとくみとりが停止されるということにな

ると、家庭に非常に厳しいと感じるのですがどのようにお考えですか。 

■事務局 

収集委託料についてですが、亀岡市では大井町並河に若宮工場という工場を持

っております。各家庭からし尿を収集し、運搬してくる経費が委託料となってお

ります。 

■委 員 

ではどれくらい料金が上がるのですか。 
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■事務局 

くみとり手数料の今後の料金設定については、今回資料が作成できていません

ので、申し上げられません。 

■会 長 

家計的に厳しい世帯についての措置。例えば減免的な制度の提案等をされては

どうか。 

■委 員 

し尿のくみとりについて活発に議論されていますが、生活排水の議論が重要か

と思いますので、時間も過ぎてきましたしそちらの議論に移られてはどうか。 

■会 長 

前の審議会に出された意見を参考に資料を作成するということでしたが、どう

なっていますか。 

■事務局 

前回の審議会で、亀岡市はどれくらいくみとりに料金がかかっているのかとい

う比較検討資料や、内訳の資料を用意するようにということでしたが、お手元の

資料としては、４ページと他市との比較については５ページで示させていただい

ています。 

■会 長 

下水道の料金と浄化槽の料金といった話がありましたが、それが付いていない。

次回資料としていただきたいと思います。 

■委 員 

 くみとりに係る金額としては、受益者負担が原則であるという話がありまし 

たが、現在２，７００万程を市が負担しているという話がありましたが、その 

２，７００万は市民全体からの負担になっているわけです。 

受益者負担と市の負担のバランスとしてはどの程度のライン（料金）を考えて

おられるのか。受益者負担とういうことは、本来ならばかかる料金全てを受益者

で負担するという話になるかと思いますが、今後手数料をどのように設定されて

いくのかを含め教えていただきたい。 

■事務局 

ご審議いただく中で、委員がおっしゃるように基本的には受益者負担なのです

が、どんどん受益者に負担を負わせるというわけにもいきませんので、次回の資

料の中で、受益者にどれだけ負担いただくのかといった点も含めましてお示しで

きるように資料作成していきたいと考えています。 

 

■委 員 

先ほど、くみとり手数料の減免という話が出ていましたが、生活保護を受けて

いる方は減免にはならないのですか。 
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■事務局 

生活保護費の中に生活扶助費というものがございまして、し尿のくみとり手数

料についてはそこに含まれて支給されていますので、生活保護を受けてられる方

からもいただいております。 

 

（２）亀岡市生活排水処理基本計画の改定について事務局より説明 

■委 員 

第５次生活排水処理基本計画についてですが、今現在大井町の施設にて収集さ

れたし尿が処理されているが、し尿の処理については生活排水処理基本計画の中

で、きちんと謳っていかなければならない。 

若宮工場の改修を行うという話も聞く中で、収集量が減っていく中で工場の改

修に金がかかるというのはよくないことではないか。 

施設の改修面を含めて、生活排水処理基本計画を改訂していくことが必要であ

るし、考えていかなければならない。 

■会 長 

し尿処理場については何か新しい計画があるようですが、どうでしょう。 

■事務局 

計画といいますか、施設の改良は行っております。現在、処理方式としまして、

し尿の処理を進める中で、汚泥が発生します。その汚泥を焼却処分して灰を大阪

湾のフェニックスで埋め立て処分をしています。 

今年度、改良工事をすることで焼却処分、その後の乾燥をする部分を使わず、

し尿を絞ったものをそのまま管外の処理施設で処理することになります。 

若宮工場においては焼却をしなくてすむ工事を行っています。 

■委 員 

  先ほど、パブリックコメントを行う話がありましたが、パブリックコメント

をしても近所の方は何も知らない時がある。その辺を考えていただければと思

います。 

■委 員 

  基本計画について例えば他市の作っている先進的な計画で素晴らしいという

ような参考にできるようないい計画があれば、資料として付けていただければ

と思います。 

 

■事務局 

わかりました。 

■会 長 

私から一言言わせてもらいますと、第４次計画は私の専門分野からするとむち

ゃくちゃです。 
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国の政策自体が、とにかく下水道を普及させることによって、市民のお金をい

っぱい使って水質を悪化させるということが全国的に行われていることです。 

そこの部分を亀岡市として、少しでも考慮していただきたいと私は思うですが、

国の方針で下水道を整備することになっているので、自然の川で処理されてきれ

いな水質になっているのにわざわざ下水処理場に持って行って水質を悪くして

いる。 

亀岡市にとってプラスになるような計画にしていきたいと考えているので、そ

の辺は市役所の方も国が言っているからとか、第４次でこう書いているからとい

う考え方ではなく、亀岡市にとって何がいいのかということを考えた計画にして

いただければと思います。 

■委 員  

私は三宅町に住んでいまして、年谷浄化センターという施設があるんですが、

お金のことではなく、そこに住んでいる住民のことも考えていかないといけない。   

そういった意見が、計画の中に反映されなければいけないと考えています。 

■会 長 

他にありませんか。それでは事務局にお返しします。 

■事務局 

  ありがとうございました。 

それでは石垣副会長に閉会のご挨拶をお願いいたします。 

 

７ 閉  会 

副会長より閉会挨拶 

 


